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【
新
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
】

～
Ｊ
А
松
任
青
年
部
委
員
長　

大
森　

信
広
～

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
青
年
部
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

第
46
回
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
委
員
長
と

し
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歴
史
と
伝
統

あ
る
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
委
員
長
と
し
て
の
重
責

を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
米
国
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大
統
領
に
就
任
し
、
期
待
と
不
安
が
入

り
混
じ
る
中
、
新
政
権
が
発
足
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
新
大
統
領
は
、
就
任

演
説
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
か
ら
の
離
脱
を
表

明
し
た
だ
け
で
な
く
、
次
々
と
新
た
な
政
策
を
打
ち
出
し
、
今
後
日
本
に
も

い
ろ
い
ろ
な
面
に
お
い
て
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
わ
が
日
本
で
は
平
成
30
年
を
め
ど
に
天
皇
陛
下
の
『
生
前
退
位
』

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
新
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
農
業
従
事
者
の
減
少
や
高
齢
化
、
天
候
不
順
に

よ
る
野
菜
の
高
騰
な
ど
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
ま
だ
ま
だ
解
決
す
べ
き
問
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
食
の
安
全
・
安
心
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
、
産
地
偽
装
や
安
価
な

輸
入
農
産
物
や
食
品
が
多
く
流
通
す
る
が
故
に
、
異
物
混
入
な
ど
の
事
故
も

続
発
し
て
お
り
、
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
食

に
つ
い
て
の
問
題
も
噴
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
我
々
青
年
部
は
身
近
な
青
年
団
体
と
し
て
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
青
年
部
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
み
な
さ
ん
に

「
食
」
や
「
農
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
情
報
を
発
信
す

る
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
盟
友
自
身
が
「
食
」
や
「
農
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ど
う
伝
え
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
事
業
の
利
用
に
よ
り
Ｊ
Ａ
と
の
繋
が
り
を
持
つ
と
と
も
に
、

本
部
行
事
を
通
じ
て
各
地
区
及
び
盟
友
が
繋
が
り
、
交
流
を
深
め
、
お
互
い

の
良
い
所
を
吸
収
し
、
各
地
区
の
活
動
に
生
か
す
こ
と
で
、
更
な
る
青
年
部

活
動
の
活
性
化
や
盟
友
獲
得
に
結
び
付
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
青
年
部
は
「
食
」
や
「
農
」
を
通
じ
た
活
動
に
よ
り
青
年
部
及
び
地

域
の
更
な
る
発
展
、
盟
友
の
資
質
向
上
を
目
指
し
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
が
明
る
い
未
来
に
は
ば
た
け
る
よ
う
、
青
年
部
活
動
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
第
46
回
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る
】

～
新
委
員
長
に
大
森　

信
広
さ
ん　

（
御
手
洗
地
区
）
～

　

２
月
４
日
（
土
）
白
山
松
任
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
第
46

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
29
年
度
の
活
動
基

本
方
針
と
し
て
、「
～
は
ば
た
け
！
未
来

へ
!!
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
農
業
へ
の

理
解
と
推
進
を
柱
と
し
て
の
活
動
を
行
う

こ
と
を
重
点
事
項
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
活
動
報
告
・
収
支

決
算
、
新
年
度
役
員
改
選
な
ど
が
議
件
と

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ  

Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
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し
て
上
げ
ら
れ
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
29
年
の
新
役
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

委
員
長　
　
　
　
　
　

大
森　

信
広　
（
北
星
支
部　

御
手
洗
地
区
）

副
委
員
長　
　
　
　
　

東　
　

由
頼　
（
西
南
支
部　

石
川
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

木
田　

敦
志　
（
中
央
支
部　

松
任
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

天
川　
　

慎　
（
松
南
支
部　

山
島
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

南　
　

圭
一　
（
西
南
支
部　

宮
保
地
区
）

　

〃　
　
　
　
　
　
　

竹
垣　

賢
聖　
（
北
星
支
部　

出
城
地
区
）

企
画
部
長　
　
　
　
　

上
田　

俊
輔　
（
北
星
支
部　

出
城
地
区
）

農
業
理
解
促
進
部
長　

瀧
田　

裕
介　
（
中
央
支
部　

郷
地
区
）

地
域
交
流
部
長　
　
　

小
山　

忠
志　
（
西
南
支
部　

柏
野
地
区
）

代
表
監
査
委
員　
　
　

権
野　

勇
一　
（
松
南
支
部　

林
中
地
区
）

監
査
委
員　
　
　
　
　

上
田　

伸
也　

(
中
央
支
部　

中
奥
地
区)

　

〃　
　
　
　
　
　
　

川
向　

竜
也　

(

西
南
支
部　

宮
保
地
区)

【
Ｊ
Ａ
松
任
青
年
部
優
良
支
部
・
地
区
の
決
定
】

～
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、

優
良
支
部
・
地
区
褒
章
結
果
発
表
～

　

10
月
22
日
（
土
）、
Ｊ
Ａ
松
任
農
業
祭
２
０
１
６
で
、
展
示
の
４
支
部
に
よ

る
手
作
り
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
に
よ
る
一
般
投
票

が
行
わ
れ
、
一
般
総
投
票
数
１
２
６
票
の
内
48
票
を
集
め
た
松
南
支
部
の
作

品
が
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
各
支
部
・
地
区
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、

審
査
の
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
【
最
優
秀
賞
】・
・
・
中
央
支
部

　
【
優
秀
賞
】・
・
・
山
島
地
区

　
【
優
秀
賞
】・
・
・
北
星
支
部

　

さ
ら
に
、
12
月
６
日
（
火
）、
中
央
支
店
に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
の
青
年

部
年
間
活
動
の
結
果
と
な
る
優
良
支
部
・
地
区
の
選
考
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
年
間
を
通
じ
て
各
支
部
・
地
区
の
青
年
部
活
動
の
事
業
報
告
が
、
支
部
長
、

地
区
長
に
よ
り
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
各
支
部
、
地
区
の
作
成
さ
れ
た
活
動
報

告
書
は
努
力
が
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
選
考
結
果
は
、
以
下
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

　
【
最
優
秀
支
部
】・
・
・
中
央
支
部

　
【
最
優
秀
地
区
】・
・
・
山
島
地
区

　
【
優
秀
支
部
】・
・
・
・
松
南
支
部

　
【
優
秀
地
区
】・
・
・
・
林
中
地
区

　
【
優
秀
地
区
】・
・
・
・
宮
保
地
区




